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昨年、帝塚山大学心理学部紀要の第一号が無事刊行され、原著論文ｎ編を含む200ペー
ジ超え の大作となりました。 これは、 他大学に比べ小規模な本学部にとっては快挙と
いえる発表数だったと思います。ここに、 本学部教員や大学院生の研究意欲にあらた
めて敬意と謝意を表すとともに、その背後でいつも叱咤激励されている森下高治大学
院研究科長をはじめとする教授陣の並々ならぬご尽力 とご苦労に も敬意を表したいと
思います。
さて、ここに刊行いたします紀要第二号も、第一号に匹敵する出来栄えとなり大変
嬉しい限りです。 また、若手教員の強力な技術的支援もあり、論文書式が統一され、
論文が一段と読み易くなったという点では、紀要がさらにパワーアップしたといえる
と思います。どうぞご一読の上、ご意見やご批判を賜りたく存じます。
ところで、本年度も帝塚山大学心理学部にとって、大きな出来事がございました。
それは、本年４月に大学院が心理科学研究科として 匚独り立ち」したことであります。
2006 (平成18 ）年に開設した博士前期課程・臨床社会心理学専攻は、人文科学研究科
(1996 年開設）にいわば間借りをした形で、そこに臨床心理学専修と社会心理学専修の
二専修を設置し研究者や臨床心理士の育成を行ってきました。　しかし、このたび、よ
うやく心理科学研究科心理科学専攻として独立することができたのです。 そして、博
士前期課程の専修も、心理学と臨床心理学の二専修に改め、基礎、社会、 臨床のどの
心理学分野でも修士号を取得することが可能となりました。さらに、嬉しいことに博
士後期課程も同時に認可されました。現在、心理学博士を目指す２名の博士候補者が
日々研究に励んでいます。
研究科教育の主な特徴は、科学的側面だけでなく実践的側面をも重要視している点
にあります。 科学的研究、地域実践、 学際的視点、国際交流など多岐にわたり網羅し
ていますが、匚それをやってしまおう」というのがいわゆる 匚帝塚山心理学」だと思っ
ております。
それができるのも、教授陣一人一人 にフットワークとパワーかおるだけでなく、教
員間のチームカにあると自負しています。本学部では、開学以来アドベンチャーカウ
ンセリングというチームビルディングを導入実践しており、教員間の固い絆もこのカ
ウンセリングの賜物だと考えている次第です。
最後に、本紀要が 匚心の時代」と言われるわが国の心の問題解決に寄与することを、
また研究や実践に取り組んでおられる皆様の一助になることを願っています。
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